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概要 
本書は、弊社通信端末CPUボードKNPICC30 ファームウェアの構造について解説しています。
KNPICC30のハードウェア仕様は、『KNPICC30 Hardware Manual』 を参照してください。
KNPICC30のソフトウェア ライブラリ仕様は、『KNPICC30 ＨＩＤ Library Manual』、『KNPICC30 
UDP Library Manual』、および 『KNPICC30 WinUSB Library Manual』 を参照してください。 

KNPICC30には、工場出荷時にブートローダがあらかじめインストールされており、ICSP(In Circuit 
Serial Programming)等を使用せずに、プログラムのインストールが可能です。プログラムをインストー
ルするためのAPIが.NET Framework ライブラリで提供されており、USB経由、およびネットワーク経由
でユーザープログラムをインストールすることができます。 

 

ファームウェア名称 
現在、次のファームウェアが提供されています。ファイル名の末尾の _VXXX は、バージョン番号です。 

 

ファイル名 備考 

HidBootloader_VXXX.hex HID ブートローダ (Intel Hex形式) 
HIDブートローダ領域 (000200h) で実行 
書き換えには、ICSPが必要 

UdpBootloader_VXXX.hex UDP ブートローダ (Intel Hex形式) 
ユーザー プログラム領域1 (004120h) で実行 
『UDP Device Manager』、『HID Device Manager』で書き換え可能

UdpUserProgram_VXXX.hex UDP通信制御プログラム (Intel Hex形式) 
ネットワーク経由で、LED、SW、RS232C、I/Oポート、ＡＤ変換器を
制御 
ユーザー プログラム領域2 (00B120h) で実行 
『UDP Device Manager』で書き換え可能 

WinUserProgram_VXXX.hex WinUSB通信制御プログラム (Intel Hex形式) 
USB経由で、LED、SW、RS232C、I/Oポート、ＡＤ変換器を制御 
ユーザー プログラム領域1 (004120h) で実行 
『HID Device Manager』で書き換え可能 

WebServer_VXXX.hex ウェブ サーバー プログラム (Intel Hex形式) 
ブラウザで、LED、SW、I/Oポート、ＡＤ変換器を制御 
ユーザー プログラム領域1 (004120h) で実行 
『HID Device Manager』で書き換え可能 

UdpBootloader_VXXX.gld ユーザー プログラム領域1用 MPLAB C30 リンカースクリプト 
004120h から実行 

UdpUserProgram_VXXX.gld ユーザー プログラム領域2用 MPLAB C30 リンカースクリプト 
00B120h から実行 
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ブートローダの構造 
ブートローダは、KNPICC30内のプログラムメモリ (256Kbyte) を 4つの領域に分割します。 

(1) HIDブートローダ領域 
電源投入/リセット時にHIDブートローダ領域にジャンプするようリセットベクターが設定されて
おり、電源投入/リセット時には、常にHIDブートローダが起動します。割り込みベクターテーブ
ルは アドレス 00B000hに、代替え割り込みベクターテーブルは アドレス 004000hに、再配置
するよう設定されています。HIDブートローダを使用して、USB経由でユーザー プログラム領
域のプログラムの書き込み/読み込み、UDP通信設定の書き込み/読み込みが可能です。ま
た、ユーザー プログラム領域1のプログラムを起動することができます。 

(2) ユーザー プログラム領域1 
ユーザー プログラムをインストールする領域です。ユーザー プログラムは、HIDブートローダ
から起動されます。ユーザー プログラム領域2を使用しない場合は、004120h から 
0x02A000h までの領域をプログラム メモリとして使用できます。この領域にインストールする
ユーザー プログラムは、代替え割り込みベクターテーブルを使用する必要があります。 

(3) ユーザー プログラム領域2 
ユーザー プログラムをインストールする領域です。ユーザー プログラムを起動するブログラム
をユーザー プログラム領域1にインストールする必要があります。00B120h から 0x02A000h 
までの領域をプログラム メモリとして使用できます。この領域にインストールするユーザー プ
ログラムは、通常の割り込みベクターテーブルを使用する必要があります。 

(4) UDP通信設定領域 
UDP通信の設定情報を保存する領域です。HIDブートローダで使用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

000000h リセットベクター 
000004h 

割り込みベクターテーブル 

000104h 代替え割り込みベクターテーブル 

000200h 
(1) HIDブートローダ領域 

004000h 
再配置代替え割り込みベクターテーブル

004120h 

(2) ユーザー プログラム領域1 

00B000h 
再配置割り込みベクターテーブル 

00B120h 

(3) ユーザー プログラム領域2 

02A000h 
(4) UDP通信設定領域 

02ABFEh 
Flash Conｆig Words 

プログラム メモリ 
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HIDブートローダ 
KNPICC30の電源投入/リセット時には、常にHIDブートローダが起動します。HIDブートローダは、起動
時に、USBケーブルが挿入されているか、DIP SW1 が ONであることを検知すると、HIDコマンド待ち状
態になります。USBケーブルが挿入されておらず、DIP SW1 が OFFの場合、ユーザー プログラム領域
1 (004120h)のプログラムを起動します。HIDコマンド待ちの状態で、ユーザー プログラム領域のプロ
グラムを書き換えることができます。また、SWの取得/LEDの設定/IOポートの制御が可能です。HIDコ
マンド待ちの状態で、Bootコマンドが入力されると、ユーザー プログラム領域1 (004120h)のプログラ
ムが起動します。 

 
起動 

 

 
USBケーブル挿入? no 

 DIP SW1 ON ? 

 yes

 
Reset HIDコマンド ?  HIDコマンド処理 

 Program/Config/SW/LED/IO 
Boot HIDブートローダ

 

 

 ユーザープログ 

ユーザー プログラム領域1 (004120h)  

HIDブートローダの動作 

 

ご注意 

HIDブートローダ自身のプログラムを書き換えるためには、ICSP(In Circuit Serial 
Programming)が必要です。 
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UDP通信制御プログラム 
UDP通信制御プログラムを使用するためには、ユーザー プログラム領域 1に UDPブートローダが、
ユーザー プログラム領域 2に UDP通信制御プログラムがインストールされている必要があります。
工場出荷時に、このプログラムは事前にインストールされています。 
各ファームウェアには、次の機能があります。 
 

I. HIDブートローダ 
UDPブートローダのインストール/UDP通信パラメータの設定 

II. UDPブートローダ 
通信制御ファームウェアのインストール/UDP通信パラメータの設定 

III. UDP通信制御プログラム (ユーザプログラム) 
LED, SW, RS232C, デジタル I/Oポート, ＡＤ変換器の制御 

 
UDP通信制御プログラムは、HIDブートローダとUDPブートローダの2重のブートストラップで構成されま
す。UDP通信制御プログラム本体を起動させるためには、UDPブートローダの状態で、Bootコマンドを
KNPICC30に送信する必要があります。また、UDP通信制御プログラムが実行している状態で、UDP
通信制御プログラムを書き換える場合、UDP通信制御プログラムに対して、Resetコマンドを送信する
か、電源を再投入し、UDPブートローダの状態にしてから、書き換える必要があります。 

 起動 

 

 USBケーブル挿入? no 

DIP SW1 ON ?  
yes 

 
Reset HIDコマンド ? ＨＩＤコマンド処理  

Program/Config/SW/LED/IO  
Boot HIDブートローダ

 

 
Reset

  UDPコマンド ? UDPコマンド処理 

 
Program/Config UDP ブートローダBoot 

 ユーザー プログラム領域1 
ResetUDP通信制御プログラム  

 

 

 

 

(UDPブートローダ書き込み、UDP通信設定) 
HIDブートローダ 

起動

UDPブートローダ 
(UDP通信制御プログラム書き込み、UDP通信設定)

 (IOポート、RS232C、ADC制御) 
UDP通信制御プログラム リセット
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UDPブートローダのインストール 
① KNPICC30とPCをUSBケーブルで接続し、KNPICC30の電源を投入します。 

② 『UDP Device Manager』 (または 『HID Device Manager』) を起動します。 

③ 「HID プログラマ」ウィンドウを開き、「プログラム」タブを選択します。 

④ 「開く」ボタンで、「UdpBootloader_VXXX.hex」ファイルを開きます。 

⑤ 書き込みデータ テーブルの先頭アドレスは、004000hになります。 

⑥ 「書き込み」ボタンで プログラムを書き込みます。 

⑦ 「読み込み」ボタンで プログラムを読み込みます。 

⑧ 「比較」ボタンで、書き込みプログラムと読み込みプログラムが同じことを確認します。 

⑨ 「通信設定」タブに移動して、UDP通信の設定を行います。 

 

UDP通信制御プログラムのインストール 
① KNPICC30とPCをLANケーブルで接続し、KNPICC30の電源を投入します(USBケーブルは接続し
ないでください)。 

② 『UDP Device Manager』 を起動します。 

③ 「UDPマネージャ」ウィンドウにKNPICC30が表示されたら、「スタンバイ」モードであることを確認し、
「表示」ボタンで、「デバイス詳細」ウィンドウを開き、「プログラム」タブを選択します。 

④ 「開く」ボタンで、「UdpUserProgram_VXXX.hex」ファイルを開きます。 

⑤ 書き込みデータ テーブルの先頭アドレスは、00B000hになります。 

⑥ 「書き込み」ボタンで プログラムを書き込みます。 

⑦ 「読み込み」ボタンで プログラムを読み込みます。 

⑧ 「比較」ボタンで、書き込みプログラムと読み込みプログラムが同じことを確認します。 
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WinUSB通信制御プログラム 
WinUSB通信制御プログラムを使用するためには、ユーザー プログラム領域 1にWinUSB通信制
御プログラムがインストールされている必要があります。工場出荷時に、このプログラムは事前にイン

ストールされていませんので、『HID Device Manager』 を使用してインストールする必要があります。 
各ファームウェアには、次の機能があります。 
 

I. HIDブートローダー 
WinUSB通信制御プログラムのインストールと起動 

II. WinUSB通信制御プログラム (ユーザプログラム) 
LED, SW, RS232C, デジタル I/Oポート, ＡＤ変換器の制御 

 
WinUSB通信制御プログラム本体を起動させるためには、HIDブートローダの状態で、Bootコマンドを
KNPICC30に送信する必要があります。また、WinUSB通信制御プログラムが実行している状態で、
WinUSB通信制御プログラムを書き換える場合、WinUSB通信制御プログラムに対して、Resetコマンド
を送信するか、電源を再投入し、HIDブートローダの状態にしてから、書き換える必要があります。 

 
起動 

 

 
USBケーブル挿入? no 

 DIP SW1 ON ? 

 yes

 
Reset HIDコマンド ?  HIDコマンド処理 

 Program/Config/SW/LED/IO 
Boot HIDブートローダ

 

 Reset

 WinUSB通信制御プログラム

ユーザー プログラム領域1  

 

 

 

 
(WinUSB通信制御プログラム書き込み) 
HIDブートローダ 

起動

(IOポート、RS232C、ADC制御) 
WinUSB通信制御プログラム 

リセット  
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WinUSB通信制御プログラムのインストール 
① KNPICC30とPCをUSBケーブルで接続し、KNPICC30の電源を投入します。 

② 『HID Device Manager』 を起動します。 

③ 「プログラム」タブを選択します。 

④ 「開く」ボタンで、「WinUserProgram_VXXX.hex」ファイルを開きます。 

⑤ 書き込みデータ テーブルの先頭アドレスは、004000hになります。 

⑥ 「書き込み」ボタンで プログラムを書き込みます。 

⑦ 「読み込み」ボタンで プログラムを読み込みます。 

⑧ 「比較」ボタンで、書き込みプログラムと読み込みプログラムが同じことを確認します。 

 

WinUSB Driverのインストール 
① WinUSB通信制御プログラムをインストールした状態で、KNPICC30を再起動します。 

② 『Win Device Manager』 を起動します。 

③ 「ハードウェア検出ウィザード」が表示されます。 

④ 「一覧または特定の場所からインストールする」を選択し、WinUSB Driverの INFファイルを指
定します。 
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ウェブ サーバー プログラム (KnWebServer) 
ウェブ サーバー を動作させるためには、ユーザー プログラム領域 1にウェブ サーバー プログラムが
インストールされている必要があります。工場出荷時に、このプログラムは事前にインストールされてい

ませんので、『HID Device Manager』 を使用してインストールする必要があります。 
各ファームウェアには、次の機能があります。 
 

I. HIDブートローダー 
ウェブ サーバー プログラムのインストール 

II. ウェブ サーバー プログラム (ユーザプログラム) 
ブラウザ経由での LED, SW, デジタル I/Oポートの制御, ＡＤ変換データの取得 

 
ウェブ サーバーを起動させるためには、USBケーブルを接続せず DIP SW1を OFFにするか、HIDブー
トローダの状態で、BootコマンドをKNPICC30に送信する必要があります。 

 
起動 

 

 
USBケーブル挿入? no 

 DIP SW1 ON ? 

 yes

 
Reset HIDコマンド ?  HIDコマンド処理 

 Program/Config/SW/LED/IO 
Boot HIDブートローダ

 

 Reset

 ウェブ サーバープログラム

ユーザー プログラム領域1  
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ウェブ サーバー プログラムのインストール 
⑨ KNPICC30とPCをUSBケーブルで接続し、KNPICC30の電源を投入します。 

⑩ 『HID Device Manager』  を起動します。 

⑪ 「プログラム」タブを選択します。 

⑫ 「開く」ボタンで、「WebServer_VXXX.hex」ファイルを開きます。 

⑬ 書き込みデータ テーブルの先頭アドレスは、004000hになります。 

⑭ 「書き込み」ボタンで プログラムを書き込みます。 

⑮ 「読み込み」ボタンで プログラムを読み込みます。 

⑯ 「比較」ボタンで、書き込みプログラムと読み込みプログラムが同じことを確認します。 
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ファームウェアの確認 
どのファームウェアが現在動作しているかを、基板上の LEDの点灯状態で確認することができます。 
各ファームウェアの LEDの点灯状態は 次のとおりです。 
 

I. HIDブートローダー 
LED1: 点灯  LED2: 点灯 

II. UDPブートローダー 
LED1, LED2が 1秒周期で交互に点滅 

III. WinUSB通信制御プログラム 
LED1, LED2が 1秒周期で同時に点滅 

IV. UDP通信制御プログラム 
LED1が 1秒周期で点滅、LED2点灯 

V. ウェブ サーバー プログラム (KnWebServer) 
LED1: 消灯  LED2: 消灯 

 

1 

 

 

 

LED
2 
LED
 

 

ご注意 

PCからLED設定コマンドを実行した場合は、その状態に変化します。 
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独自プログラムのインストール 
HIDブートローダを利用して、独自に作成したプログラムをKNPICC30にインストールすることができま
す。この場合、独自に作成するプログラムは、次の条件を満たす必要があります。 

ユーザー プログラム領域 1 

 プログラムは、004120h から開始する 
 Interrupt Vector は使用しない (Alternate Interrupt Vectorを使用) 
 004000h に Alternate Interrupt Vectorを再配置する 
 004120h から 0x02A000h までの領域をプログラム メモリとして使用 

ユーザー プログラム領域 2 

 プログラムは、00B120h から開始する 
 Alternate Interrupt Vector は使用しない (ユーザー プログラム領域 1で使用) 
 00B000h に Interrupt Vectorを再配置する 
 00B120h から 0x02A000h までの領域をプログラム メモリとして使用 

 
ご注意 

独自プログラムを作成するためのリンカースクリプトが提供されています。このリン

カースクリプトを使用すると、上記の指定が簡単にできます。 

 

ご注意 

Alternate Interrupt Vectorを使用するためには、割り込みが実行される前に、次
の指定が必要です。 

 // Program use Alternate Interrupt Vector 
 INTCON2bits.ALTIVT = 1; 
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ファームウェアの主な仕様 

HIDブートローダー 

VID: 04D8  PID: 003C 

機能: LED、SW、デジタルI/Oポートの制御 
ユーザープログラムの書き込み/読み込み 
UDP通信設定の書き込み/読み込み 
プログラムのリセット/起動 

UDPブートローダー 

機能: ユーザープログラムの書き込み/読み込み 
UDP通信設定の書き込み/読み込み 
プログラムのリセット/起動 
アナウンス通信、DHCP対応 

WinUSB通信制御プログラム 

VID: 04D8  PID: 0053 

DeviceInterfaceGUID: 58D07210-27C1-11DD-BD0B-0800200C9A66(WinUSB) 

機能: LED、SW、デジタルI/Oポート、RS232C、ＡＤ変換器の制御 
ＡＤ変換バッファ: 2Kbyte (1Ksample) 
RS232cバッファ: 2Kbyte (2チャンネル) 

UDP通信制御プログラム 

機能: LED、SW、デジタルI/Oポート、RS232C、ＡＤ変換器の制御、プログラムのリセット 
アナウンス通信、イベント通信、ハートビート通信、DHCP対応 
ＡＤ変換バッファ: 2Kbyte (1Ksample) 
RS232cバッファ: 2Kbyte (2チャンネル) 
UDP受信バッファ: 1Kbyte 
UDP送信バッファ: 1Kbyte 

ウェブ サーバー プログラム (KnWebServer) 

機能: LED、SW、デジタルI/Oポートの制御、ＡＤ変換データの取得 
SMTP (電子メール送信) 
DHCP、NetBios対応 
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